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市税や各保険料は、納期内に納めましょう。
納付についての問い合わせは、税務課　収納・滞納整理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４

おお　や　 みつ　お わた　なべ いさお

ひ　 ぐち　はる　ひろ

１１月９日から１２日の４日間、和歌山県において、「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」（第３２
回全国健康福祉祭和歌山大会）が開催されました。
ねんりんピックは、６０歳以上の方々を中心に、あらゆる世代が交流を深めることができるスポーツ、文化、
健康と福祉の総合的な祭典で、今年は全国から約５６万人が参加しました。
千葉県代表選手としていすみ市から、大谷光雄さん（岬町椎木・サッカー）、渡邉勲さん（日在・囲碁）、
樋口治洋さん（日在・健康マージャン）の３名の出場があり、サッカーに出場した大谷さんは見事ブロック優
勝に輝きました。

１１月１４日、公益財団法人全国スポーツ推進委員連合主催の「第６０回全国スポー
ツ推進委員研究協議会三重大会」において、鈴木茂雄さん（上布施）が、スポーツ推進
委員としての長年の実績を認められ、「全国スポーツ推進委員功労者」として表彰され
ました。また、同時に「３０年勤続スポーツ推進委員」としても表彰されました。
スポーツ推進委員は、いすみ市が主催する各種のスポーツ教室等において、会場準備、
活動の補助、ゲームの審判などを行っています。
「これからも保育園児から高齢者まで、いっしょに体を動かすことで、市民の健康の
保持・増進に尽くしていきたい。」と話されました。

１２月１８日に市役所において表彰式が行われ、
各分野で功績のあった方、多額のご寄附を頂いた
方などに表彰状が贈られました。

◇功労表彰
学校給食センター運営委員会委員
（１５年以上在職）
竹下　絹子　様（御宿町）

◇善行表彰（多額寄附者）
山口　　茂　様（東京都）

※保護司及び民生委員・児童委員の５名の方は、
１０月３日の福祉大会で表彰を行いました。
◇功労表彰
保護司（１５年以上在職）
渡邉　　健司　様（岬町和泉）
民生委員・児童委員（１５年以上在職）
渡辺　　和芳　様（岬町押日）
實方　　久惠　様（大原）
齋藤　咲都志　様（日在）
山口　かつみ　様（大原）

１月１２日、夷隅文化会館にて成人式が挙行されました。
今年の新成人は、平成１１年４月２日から平成１２年４
月１日までに生まれた（いすみ市内に住所がある方及び市
外から参加申し込みをされた方）男性１６６名、女性１５
８名の計３２４名。成人式では恩師や友人と再会を喜び、
皆さんで２０歳の門出を祝いました。
式典では、太田市長をはじめ、多くの来賓の方々からお
祝いと激励の言葉が贈られました。また新成人を代表して
国吉中学校卒業生の小孫慶作さんが感謝の言葉を、大原中
学校卒業生の鶴岡愛莉さんが２０歳になった想いを述べた
ほか、記念品の目録が太田市長から岬中学校卒業生の海老
根州汰さんへ手渡されました。



固定資産税の第４期分の納期は３月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、課税内容については税務課　資産税班　☎６２－１１１６

○監査の実施日　１１月６日・７日

○監査実施場所　市役所総務常任委員会室

○監査の対象　　本監査　　財政課、会計課、議会事務局、農業委員会事務局、選挙管理委員会事務局、
監査委員事務局、福祉課、市民課

書類監査　夷隅地域市民局、岬地域市民局、建設課、環境水道課、学校教育課

○監査の方法
令和元年９月末日現在で作成した監査資料により、財務事務の執行が適正であり、且つ効率的に行われて
いるか、また、事務事業が予算や法令等に基づいて適正に行われているかについて、関係職員より説明を聴
取し、必要に応じて関係諸帳簿等の提示を求め、慎重に監査を実施した。また、台風１５号等の被災箇所の
確認及び国吉中学校の建設工事等の現地確認を実施した。

○監査の結果
計画された事務事業は、ほぼ順調に執行されており、財務に関する事務の執行も概ね適正に処理されてい
るものと認められた。

○所見
今回の定期監査の結果、事務事業全般については、概ね順調に執行されていた。
予算の執行状況において、予算執行率は９月末現在にあっては概ね順調と思われるが、歳入における収入
未済の解消については、年度末に向けてなお一層の努力を望むものである。また、当初予算に計上された事
業で９月末現在において負担行為、また契約が締結されていない事業については、着手時期等は適正である
のか等を確認されたい。
契約事務については、財務規則、建設工事等契約事務取扱要綱等などの規定に基づき執行されている。今
回の監査対象となった全２３８件の契約の内、随意契約によるものは１２３件、およそ５割を占めていた。
随意契約は、地方自治法施行令の要件を具備すれば、契約業者を地方自治体が任意で選定することができ
るものである。しかしながら癒着や不正の温床となることが危惧され、また競争の原理が働かないことから、
極力入札または複数社による見積執行により、最低価格を提示した業者と随意契約を行う努力をしていると
ころでもあるが、今後も入札に適しない随意契約、また企画提案型、プロポーザル方式による随意契約も発
生すると思われる。
ついては、極力競争の原理に基づいた業者選定の執行を望むものであるが、地方自治法施行令第１６７条
の２第１項第２号を適用する随意契約にあっては、価格等以外の優位性を判断事項とする事情があるか、価
格等以外の優位性を判断する事項が合理的であるか、また価格等以外の優位性の考慮が合理的であるか、相
手方選定にあたって不正を疑わせる事情がないかに留意して契約事務にあたっていただきたい。
次に、補助金交付事務については、過去も定期監査において所見により意見を述べてきたことであるが、
補助事業完了後の事業の効果や必要性、補助金額の妥当性等の検証を行い、補助事業や補助金額の見直し、
また補助金の交付を受けることができるのは、補助事業に該当する個人、または団体に限られることから、
特に補助対象経費や補助率、補助金額を補助金交付要綱により明確にする等、透明性の確保を心掛けていた
だきたい。
次に、経費節減又は組織及び運営の合理化への取り組みについては、積極的に事業費の削減を行っている
他、継続的に庁舎等の維持管理経費の削減や組織の運営の合理化に向けて取り組んでいる。引き続き経費削
減への努力と創意工夫による、新たな組織の運営の合理化に向けた取り組みに期待するものである。

以上、今後とも事務事業の執行等に当たっては、関係法令等を遵守し適正な執行に努められたい。

山崎製パン㈱千葉工場南総営業所（島500番地1）　５０,０００円



国民健康保険税の第８期分の納期は３月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、課税内容については税務課　市民税班　☎６２－１１１６

【申告期間】２月１７日（月）～３月１６日（月)の平日
【会場及び開設日】

夷隅庁舎（２階）第１会議室　火・木
大原庁舎（３階）大会議室　　月～金
岬庁舎　（１階）大会議室　　月・水・金

【受付時間】８時３０分～１１時、１３時～１６時
【申告に必要なもの】
・マイナンバーに係る本人確認書類（①または②のいずれか）の写し等
①マイナンバーカード（個人番号カード）※写真付きのものです。
②番号確認書類 + 身元確認書類（各１種類）
・番号確認書類…通知カード、マイナンバー記載の住民票の写し
・身元確認書類…運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポート など

・印鑑
・還付または納税用の預貯金口座番号のわかるもの（本人名義のもの）
・源泉徴収票や控除のための証明書等の原本
【注意点】
・確定申告の相談内容が複雑な方（土地、建物及び株式などの譲渡所得、更正の請求、住宅ローン控除適用
１年目や青色申告決算書の作成など）は、直接茂原税務署での申告相談をお願いします。
・住民税申告は、申告期間中すべての庁舎で受付します。
・医療費や事業経費などは、事前に計算しておいてください。計算していない場合は、受付の順番が変わる
ことがあります。

大原庁舎税務課に夜間・休日納税相談・収納窓口を開設しています。
病気や災害などのやむを得ない事情により納期内納付が困難な場合は、お早めにご相談ください。
【開設場所】　いすみ市役所　大原庁舎（１階）税務課
【開 設 日】　●夜間相談・収納窓口「毎週木曜日」（祝日等の閉庁日を除く）１９時３０分まで
　　　　　　　　２月６日、１３日、２０日、２７日
　　　　　　　●休日相談・収納窓口「第２日曜日」８時３０分から１２時まで
　　　　　　　　２月９日
【取扱業務】　納税相談及び市税（※）のみの収納

（※）市県民税、固定資産税、軽自動車税、法人市民税、国民健康保険税、
　　　介護保険料、後期高齢者医療保険料

問合せ先　大原庁舎（１階）税務課　収納・滞納整理班
滞納整理　☎６２－１１２３
収納管理　☎６２－１２９４

口座振替のお申し込みは、指定の金融機関（※）、またはいすみ市役所　税務課　収納・滞納整理班まで
お問い合わせください。（☎６２－１２９４）
（※）・千葉銀行・千葉興業銀行・京葉銀行・銚子信用金庫・房総信用組合・いすみ農業協同組合
　　　・千葉県信用漁業協同組合連合会・ゆうちょ銀行

問合せ先　大原庁舎（１階）税務課　市民税班　☎６２－１１１６



後期高齢者医療保険料の第８期分の納期は３月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、保険内容については市民課　国保年金班　☎６２－１１１５

〇ミニデイ笑たいむ
実施日　毎週水曜日
内　容　脳トレーニング・口腔体操・レクリエ

ーション
連絡先　いすみ市社会福祉協議会

☎８７－８９１０

〇買物デイサービス
実施日　月曜日～金曜日
内　容　買い物支援・脳トレーニング・リハビ

リ体操・足マッサージ
連絡先　デイサービスいすみ苑　

☎８６－５５６０

申込・問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

保健センター2月のお知らせ

市が指定する介護事業者が要支援１・２の認定を受けている方を対象に、通常の基準より緩和した通所
サービスを提供しています。
脳トレーニングや買い物支援等、身体機能向上のためのサービスを提供することで、要介護状態になら
ないよう予防することを目的としたサービスです。
なお、緩和型通所サービスを提供している事業所は次のとおりです。

問合せ先　大原庁舎（１階）健康高齢者支援課　高齢者包括支援班　☎６２－１１１８

災害義援金について
令和元年の台風１５号等により被災された方に対して、義援金を配分いたします。支給対象となる方
は、お早めに申請をお願いします。
対象となる方・配分金額
■人的被害　令和元年台風第１５号、第１９号及び１０月２５日の大雨により、被害を受けられた方、

またはご遺族に死亡１人当たり３０万円・重傷者一人当たり１５万円となります。
■住家被害　令和元年台風第１５号、第１９号及び１０月２５日の大雨により、住んでいた家屋が被害

を受けられた世帯の世帯主。全壊が１棟当たり３０万円・半壊が１５万円・床上浸水が３
万円・一部損壊が１万円となります。被害の状況は「罹災証明書」の記載内容で確認します。

申請方法　　各庁舎窓口または、郵送により申請してください。
必要な書類　医師の診断書・罹災証明書・本人確認ができる書類（運転免許証、健康保険証など）

振込先口座が確認できる書類（通帳、キャッシュカードなど）
問合せ先　大原庁舎（１階）福祉課　社会・障害福祉班　☎６２－１１１７

＜献血にご協力ください＞

問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２-１１６２

防災行政無線の放送内容が聞き取りづらい場合や聞こえなかった場合は、次の電話番号で内容を聞くこ
とができます。
問合せ先　大原庁舎（２階）危機管理課
　　　　　情報危機管理班　☎６２－２０００



介護保険料の第８期分の納期は３月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、保険内容については健康高齢者支援課　介護保険班　☎６２－１１１８

市内における太陽光発電設備の適正な設置に関し、事業者が留意すべき事項を定め、事業区域及びその周辺
の地域における災害を防止するとともに、良質な生活環境、豊かな自然環境及び景観の保全を図ることを目的
として、指導要綱を制定しました。

施行日
令和２年４月１日

指導要綱が適用される発電設備
太陽光を電気に変換する設備（土地に自立して設置されるもの
に限る）で、10ｋｗ以上の発電出力を有する設備が対象です。

指導要綱が適用される区域
市内全域が適用となります。

○発電事業者の皆さまへ
指導要綱の適用となる太陽光発電設備の設置を計画されている
事業者は、事前に環境水道課までご相談ください。

○市民の皆さま、市内に土地を所有されている皆さまへ
太陽光発電事業者等に土地を売却予定の方やお考えの方は、事
前に環境水道課までご相談ください。

　　　　　　　　　「いすみ市太陽光発電設備の設置に関する指導
　　　　　　　　　要綱」の詳細については、市ホームページから
　　　　　　　　　確認できます。

問合せ先　大原庁舎（２階）環境水道課　環境班
　　　　　☎６２－１３８５

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税等の社会保険料控除の対象となります。国民
年金保険料を社会保険料控除として申告する際は、一年間に納付した国民年金保険料額を証明する書類
を添付しなければなりません。　　　　　
このため、日本年金機構本部から昨年の１１月上旬に、一年間に納付した国民年金保険料の額を証明
する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されています。
なお、年の途中から国民年金に加入した場合などで、昨年１０月１日以降に初めて保険料を納付した
方については、本年の２月上旬に同様の証明書が送付されます。
確定申告等の手続きの際に、国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合には、必ずこの証
明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大切に保管してください。　　　　　　
また、ご本人の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納付した場合も、その納付額の全額が
納付した方の控除対象となりますので、ご自身の保険料の額と合算して申告できます。
税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方です。そ
のためにも保険料は納め忘れのないようにしましょう。

問合せ先　ねんきん加入者ダイヤル　☎０５７０－００３－００４



納付については、便利な口座振替をご利用ください。
納付についての問い合わせは、税務課　収納・滞納整理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４　

交通事故や暴力行為、「他人が飼う犬に咬まれた」「ゴルフボールが当たった」など、自分以外の第三
者の行為による傷病で国民健康保険を使って医療機関を受診するときは、市へ連絡をし、「第三者行為に
よる傷病届」の提出をお願いします。
第三者行為が原因の医療費は、本来加害者（第三者）が負担すべきものです。国保では一時的に医療費
を立て替えて、後日加害者に請求することになります。
《こんなときは、国保は使えません》
・示談を済ませてしまったとき　　　・勤務中や通勤途中での事故（労災保険の対象）
・不法行為（飲酒運転や無免許運転）　など
問合せ先　大原庁舎（１階）市民課　　国保年金班　☎６２－１１１５

夷隅庁舎　夷隅地域市民局　地域市民班　☎８６－２１１２
岬庁舎　　岬地域市民局　　地域市民班　☎８７－２１１２

　市では、「第３次いすみ市行財政改革大綱」と、その具体的な取組目標を掲げた「第３次いすみ市行財政改
革実行計画」を策定し、行財政改革に取り組んでいます。主な進捗状況は次のとおりです。

人口減少へ対応した効率的な行政体制の構築
○定員適正化、組織・機構の見直し
・平成３１年４月１日現在の職員数
を３５８人とすることを目標に定
員管理の適正化に取り組んだ結果、
目標より多い削減を行い、職員数
は３５２人となりました。

○公共施設の見直し
・個別施設ごとの方向性や在り方を検討し、中長期的な視点に立った施設の適正化と効率的な運営を進め
ることを目的とした「いすみ市公共施設個別施設計画」を平成３１年３月に策定しました。
・夷隅地域の２小学校（千町・夷隅）を統合し、新校舎において平成３１年４月に開校しました。

適正な行政サービスの維持
○迅速で的確な対応を目指して
・人材育成を推進するため、総務省や一般財団法人地域活性化センターへの職員派遣、いすみ地域人材養
成塾等への職員の参加により、資質の向上を図りました。

持続可能な財政基盤の確立
○健全な財政運営の推進
・将来にわたる市財政の健全な運営及び安定した市民サービスを提供するため、財政調整基金への積立を
行った結果、目標の２５億円に対して、平成３０年度末で約４２億円の基金残高となりました。

○自主財源の確保に向けて
・有料広告事業として、広報紙、ホームページ、市役所郵便用封筒等に企業広告を募集した結果、掲載料
は２４５万円となりました。
・ふるさと応援寄附金制度を活用し、自主財源の確保に努めた結果、約１億５百万円の寄附金額となりま
した。

市民と協働のまちづくり
○市政への市民参加
・市では、「第２次いすみ男女共同参画プラン」を策定し、男女が対等かつ均等に幅広い分野で活躍でき
るよう、女性の登用を積極的に働きかけており、市における各種審議会等外部委員会の女性委員の登用
率は２７％となりました。

○支えあいのまちづくり
・ボランティア連絡協議会が社会福祉協議会に設置されており、市内には４４団体と個人合わせて1,387
名が登録し、ボランティア精神に基づき活動を行っています。

今後も「未来に輝く持続可能ないすみ市の実現」に向けて、行財政改革に取り組んでいきたいと考えており
ますので、ご理解ご協力をお願いします。

問合せ先　　大原庁舎（２階）総務課　行政改革室　☎６２―１１１１　



ゴール（10：30～11：15）
（御宿町役場付近）

スタート（9：30）
（ウエルシア大多喜船子店前）

第１中継所（9：40～9：50）
（大野　狩野正信生誕碑前）

第２中継所（9：50～10：10）
（山田　蓮福寺付近）

第４中継所（10：10～10：45）
（町台　伊藤農機先広場）

第５中継所（10：20～11：00）
（高山田　旧道トンネル出口）

Ｓ

Ｇ

大野入口交差点

大野

神保電器㈱神保電器㈱
正立寺

R297

越口隧道

山田五区交差点 山田交差点

広
域
農
道

至大原・御宿

長志十字路

下布施

御宿町上布施

ファミリーマート

R465

R465

第３中継所（10：00～10：25）
（山田　尾骨神社手前）

【開 催 日】２月１１日（火・祝）
【開 会 式】８時３０分（大多喜中学校体育館）　
【スタート】９時３０分一斉（ウエルシア大多喜船子店前）
【種　　別】中学校（男子・女子）の部、高校の部、一般の部、女子の部（高校女子を含む）、オープンの部
【コ ー ス】下図のとおり
【交通規制区間】下図のとおり。選手進行方向（大多喜→御宿）の片側一車線が交通規制となります。

先導車から最後尾車（警察車両）までの間には、一般車両は入ることができません。
大多喜町から大原・御宿方面へは、国道４６５号「山田交差点」を左折しての迂回にご協力
ください。

【交通規制時間（予定）】９時２５分から１１時３０分（最終ランナーゴール）まで

主　　催　夷隅郡体育協会、いすみ市体育協会
共　　催　いすみ市教育委員会、御宿町教育委員会、大多喜町教育委員会
後　　援　千葉県小中学校体育連盟夷隅支部
問合せ先　いすみ市体育協会事務局（教育委員会　生涯学習課内）☎６２－２８１１



～中根小学校の紹介～
かがや

け★いすみの子★

本校は、いすみ市の北部に位置し、県道夷隅長者線をはさんで南北に広がった学区で、自然豊かな環境
の中にあります。現在の児童数は１００名で、素直で明るく元気な子どもたちです。保護者は、授業参観
やＰＴＡ奉仕作業等の出席率が高く、たいへん協力的で学校教育に対する関心も高いものがあります。
学校教育目標は、「知・徳・体のバランスのとれた　ふるさとを愛する児童の育成」とし、『「な」な
かよく　「か」かしこく　「ね」ねばり強く』を中根っ子のスローガンに掲げ、日々の教育活動に取り組
んでいます。

令和２年度は、小学校の新学習指導要領が完全実施となり、各学
校における適応の在り方が注目されています。
特に、外国語科（５年生と６年生）・外国語活動（３年生と４年
生）が完全実施となり、３年生から６年生は、週授業時数が１時間
増えます。本校は、令和元年度いすみ市外国語教育研究重点校の指
定を受け、無理のないカリキュラム編成と授業実践を重ね、成果と
課題を明らかにして、来年度を迎える準備を進めています。主な取
組は、教育事務所指導主事や市指導主事の指導の下で、外国語にお
ける教師の指導力向上はもちろん、週３日、朝の１５分間授業（モ
ジュール学習）の有効性を検証することです。また、地域の皆様や
市教育委員会のサポートのおかげで、パソコン室を英語教室として
も使えるように改装したり、大型のモニターを購入したり、環境整
備の面でも充実させることができました。未来を担う中根っ子たち
が元気に学ぶ姿は、学校ＨＰに掲載しています。是非ご覧ください。

今年度、７月１１日に四堰地区自主防災会のみなさんのご指導・
ご協力をいただきながら「防災教室」を行いました。これは、中根
地区地域福祉フォーラムの取組の一環として、地域住民との交流の
輪を広げるとともに、児童の防災意識を高めることを目的に行われ
ました。前半は、防災訓練の必要性や平成２９年度に行われた初め
ての夜間の避難訓練に１６７名が参加をしたことなどのお話があり
ました。後半は、グラウンドで実際に無線を使っての訓練を体験し
ました。

本校は、地域の皆さんの協力で恵まれた教育環境を整えることが
できます。今後も地域と共に歩む開かれた安心・安全な学校づくり
をすすめ、賢く、健やかで、心豊かな中根っ子の育成に努めて参り
ます。



エキストラ登録フォーム
QRコード

１２月はロケの問い合わせが８件あり、６件の撮
影が決定しました。
いすみ市が撮影支援を行った映画「AI崩壊」が
１月３１日より公開されています。
昨年２月に大原漁港で行われた撮影では、広瀬ア
リスさん、三浦友和さんなど豪華キャストがいすみ
市を訪れました。
当日は漁船の協力のほか、約２０名のiSFCエキ
ストラも撮影に協力し、大規模な撮影が行われまし
た。皆さまのご協力ありがとうございました。
iSFCでは、支援作品にご出演いただけるエキストラを募集しています。
「エキストラ登録フォーム」からご登録いただけます。
問合せ先　大原庁舎（３階）オリンピック・観光課
　　　　　シティプロモーション班　☎６２-１２４３
ホームページ　http://www.isfc.jp　　　www.facebook.com/iSFC.jp

映画「AI崩壊」　撮影風景

いすみ外房フィルムコミッション（iSFC）

ｆ

いすみの食材の“美味しさ”を詰め込んだ「逸品」を完成させ、市内の一般家庭にも広めることで「食」
に対する意識の向上を図るプロジェクトを実施します。
完成した特産品は港の朝市で販売し、市内外の多くの方に向け「美食の街いすみ」のＰＲを行います。
［応募対象者：先着１０名］①通常販売可能の部（千葉県内の料理店や食品製造販売業者）

②一般の部（認可を受けた加工施設で製造ができ、販売責任者として直売所
等での販売実績がある者）

［出品条件］●基本レシピを基に作成すること。（独自アレンジ可）
●指定された瓶にて出品すること。（いすみ市から支給）
　（内容量：118.5ml（満量）・直径：81.5㎜・高さ46㎜）
●500円／瓶として販売価格を設定すること。
●出品する商品については、常温保存可能な物で、商品表示が確実にできること。

［商品販売日及び販売場所］２月２３日（日）大原漁港　港の朝市
［募集期限］２月１２日（水）まで
［応募方法］市ホームページよりダウンロード又は水産商工課窓口にて配布の応募用紙に　　　　　　　

必要事項を記入の上、メール、郵送又は窓口へ持参。
※レシピの内容等、詳細は市ホームページをご覧ください。

問合せ先　大原庁舎（３階）水産商工課　いすみ産品販売戦略班　☎６２－１１１９

ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送予定の「にっぽん縦断 こころ旅（2020春の旅）」。
番組では視聴者の方からのお手紙で旅のルートを決定するため、市内の忘れられない場所、風景にまつ
わるエピソードを募集しています。応募は番組ホームページ、FAX、郵送で受け付けています。
番組放送予定日　３月３０日（月）～７月１７日（金）（千葉県の放送予定　５月４日（月・祝）～５月８日（金））

【月～金】７時４５分～　【火～金】１９時００分～
応募期限　３月１６日（月）必着
記載内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所・風景にまつわるエピソード
応 募 先　番組ホームページ　http://nhk.jp/kokorotabi　ＦＡＸ０３－３４６５－１３２７

郵　送　〒１５０－８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係
問合せ先　ＮＨＫふれあいセンター　☎０５７０－０６６－０６６



令和元年第４回定例会の議決結果

主
な
議
決
内
容

○
令
和
元
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
４
億
４
２
１
４
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
７
９
億
２
４
０
６
万
６
千
円
と
す
る

こ
と
に
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年　 
第
４
回
定
例
会

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら

20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

令
和
元
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ

か
17
議
案
を
審
議
し
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

いすみ市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

いすみ市地域公共交通会議設置条例の制定について

いすみ市福祉有償運送運営協議会設置条例の制定について

いすみ市介護保険運営協議会設置条例の制定について

いすみ市地域密着型サービス運営委員会設置条例の制定について

いすみ市予防接種健康被害調査委員会設置条例の制定について

いすみ市健康づくり推進協議会設置条例の制定について

いすみ市クリーンセンター運営協議会設置条例の制定について

いすみ市農業振興地域整備促進協議会設置条例の制定について

いすみ市行政財産使用料条例の一部改正について

いすみ市災害融資対策資金利子補給条例の一部改正について

いすみ市漁港管理条例の一部改正について

いすみ市都市公園条例の一部改正について

いすみ市道路占用料徴収条例の一部改正について

令和元年度いすみ市一般会計補正予算（第８号）

令和元年度いすみ市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度いすみ市水道事業会計補正予算（第４号）

専決処分の報告について



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

Q&AQ&AQ&A 一般質問

12
月
11
日
及
び
12
日
に
各
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
会
付

託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
議
案
第
16
号
令
和

元
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
お
け
る
主
な
質
疑
及
び
答

弁
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

議
案
５
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

問　

防
犯
対
策
事
業
の
工
事
請
負

費
に
つ
い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　

太
東
埼
灯
台
に
新
た
に
２
台

の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
も

の
で
、
当
初
予
算
計
上
分
と
合

わ
せ
て
本
年
度
中
に
７
台
を
設

置
し
、
既
存
を
含
め
31
台
で
防

犯
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
行
く

も
の
で
す
。

議
案
８
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

問　

糖
尿
病
予
防
事
業
の
看
護
師

賃
金
に
つ
い
て
、
１
名
の
専
門

看
護
師
を
雇
い
上
げ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
勤
務
条
件
及
び
期
間

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

１
日
あ
た
り
６
時
間
で
週
２

日
の
勤
務
で
す
。
ま
た
、
期
間

は
３
か
月
間
の
予
定
で
す
。

議
案
７
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

問　

商
業
関
連
団
体
支
援
事
業
の

い
す
み
市
商
工
会
補
助
金
に
つ

い
て
、
札
森
地
区
の
桜
並
木
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
範
囲
を
拡
大
す

る
こ
と
に
伴
う
増
額
補
正
と
の

こ
と
だ
が
、
来
場
者
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
駐
車
場
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答　

地
元
区
の
理
解
を
得
て
、
前

回
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
た
場

所
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
対
応
す

る
予
定
で
す
。

第４回定例会の一般質問は、12月５日に10名の議員から市政に関する諸問題についての質問があ
り、活発な議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。
なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又
は夷隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。
（第４回定例会の会議録は３月上旬に公開を予定しています。）



冷
風
や
携
帯
電
話
充
電

の
た
め
の
発
電
機
の
購
入

を
進
め
て
い
る

答

郷
土
資
料
館
で
の
展
示
、

公
民
館
事
業
の
工
夫
等
も

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

答
見
直
し
に
着
手
し
、
市

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
改
定
す
る

答

高
森
和
久
　議
員

避
難
所
と
な
る
小
・
中

学
校
の
体
育
館
へ
の
　

大
型
冷
房
設
備
の
設
置

井
上
ひ
ろ
み
　議
員

災
害
か
ら
地
域
住
民
の

　
　
生
命
を
守
る
取
組

黒
須
美
智
雄
　議
員

天
然
記
念
物
や
文
化
財

等
の
次
世
代
へ
の
継
承

市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
環
境
美
化
、

冠
水
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る

答

個
人
情
報
の
保
護
も
含

め
、
研
究
し
て
い
く

答

太
田
雅
彦
　議
員

市
民
参
加
に
よ
る
　
　

　
　
　
道
路
側
溝
清
掃

魚
地
展
弘
　議
員

学
校
健
診
情
報
の
活
用

防
災
教
育
の
資
料
と
し

て
、各
小
・
中
学
校
に
情
報

提
供
を
し
た
い
と
考
え
る

答

山
口
朋
子
　議
員

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
の
活
用

高
森
議
員
　
導
入
時
の
コ
ス
ト
と

導
入
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

大
型
ス
ポ
ッ
ト
式
エ
ア
コ
ン
や

大
型
気
化
式
冷
風
機
な
ど
の
冷

房
設
備
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
課
長　

台
風
15
号
で
は

市
内
で
も
長
期
間
の
停
電
が
発

生
し
、
猛
暑
も
重
な
り
高
温
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
大
型
台
風
が
発
生
し
避
難

す
る
方
が
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
温
度
の
高
い
時

で
も
避
難
し
た
方
が
安
心
し
て

避
難
所
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
に
冷

房
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

避
難
所
の
冷
風
や
携
帯
電
話
充

電
の
た
め
の
発
電
機
の
購
入
を

進
め
て
い
ま
す
。

井
上
議
員
　
今
後
、
か
つ
て
な
い

想
定
外
の
大
雨
が
予
想
さ
れ
、

危
険
個
所
が
増
え
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
洪
水
・
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

危
機
管
理
課
長　

今
年
の
台
風
や

豪
雨
で
は
多
く
の
地
域
で
浸
水

想
定
区
域
外
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
外
で
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
市
で
は
こ
れ
ら
の
状
況

を
受
け
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
、
千

葉
県
の
河
川
の
浸
水
想
定
見
直

し
結
果
を
待
つ
こ
と
な
く
、
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
見
直
し

に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
浸
水
区
域
の

見
直
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
道

路
情
報
な
ど
の
修
正
を
行
い
、

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く

改
定
し
ま
す
。

黒
須
議
員
　
市
内
に
は
、
貴
重
な

天
然
記
念
物
や
国
、
県
、
市
指

定
の
文
化
財
が
多
く
点
在
す
る

こ
と
か
ら
、
環
境
整
備
を
は
じ

め
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
で
は
郷
土

愛
の
育
成
、
文
化
財
の
保
護
、

活
用
、
次
世
代
へ
の
継
承
の
た

め
市
民
を
対
象
と
し
た
文
化
財

巡
り
や
歴
史
教
室
の
開
催
、
ま

た
、
小
・
中
学
校
で
は
郷
土
の

歴
史
文
化
に
関
す
る
出
前
授
業
、

文
化
財
保
護
協
会
と
連
携
し
た

文
化
財
愛
護
作
文
の
募
集
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の

拠
点
と
し
て
郷
土
資
料
館
で
の

展
示
、
公
民
館
事
業
の
工
夫
等

も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

太
田
議
員
　
道
路
側
溝
に
堆
積
し

た
泥
な
ど
を
さ
ら
い
、
清
掃
す

る
こ
と
が
道
路
冠
水
に
対
し
て

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
市
民
参
加
に
よ
る
道
路

魚
地
議
員
　
健
診
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
保
護
者
が
子
ど

も
の
将
来
に
わ
た
る
健
康
管
理

を
行
え
る
体
制
整
備
を
行
う
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
課
長　

本
年
度
か
ら
各

学
校
に
導
入
し
た
学
校
保
健
総

合
管
理
ソ
フ
ト
に
よ
り
、
健
康

診
断
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取

り
組
み
、
児
童
生
徒
の
健
康
課

題
を
明
ら
か
に
し
て
、
保
護
者

に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
健
康
総
合
管
理
ソ

フ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
継
続

的
に
二
次
活
用
で
き
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
等
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
個
人
情
報
の
保
護
も
含
め
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

山
口
議
員
　
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
下
館
河
川
事
務
所
で

は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検

討
ツ
ー
ル
「
逃
げ
キ
ッ
ド
」
に

よ
る
水
害
時
の
準
備
や
避
難
の

教
育
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
小
・
中

学
校
の
授
業
に
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

側
溝
清
掃
を
行
う
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

建
設
課
長　

側
溝
の
土
砂
堆
積
は

道
路
冠
水
が
発
生
す
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
側
溝
清
掃
は

そ
の
対
策
に
非
常
に
有
効
な
手

段
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
行

政
の
み
で
全
て
の
排
水
施
設
を

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
現
状
で
は
地
域
の
利

用
者
に
清
掃
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
市
で
は
側
溝
の
ふ
た
を

上
げ
る
機
械
の
貸
出
し
や
清
掃

後
に
発
生
し
た
土
砂
の
回
収
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
の

力
に
よ
る
道
路
側
溝
清
掃
は
、

地
域
の
美
化
や
道
路
愛
護
等
を

育
む
う
え
で
素
晴
ら
し
い
こ
と

と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
も
想
定
さ
れ
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
方
策
や
対
策

に
つ
い
て
今
後
調
査
、
検
討
し
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
の
環
境
美
化
、
冠
水
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。



大
原
商
店
街
及
び
新
田

地
区
の
排
水
路
調
査
を
行
い
、

小
浜
街
道
踏
切
か
ら
大
原

小
学
校
ま
で
を
清
掃
す
る

答
大
曽
根
信
太
郎
　議
員

大
原
中
心
部
等
の
　
　

　
　
　
　
　
排
水
対
策

他
の
自
治
体
に
お
け
る

有
効
な
対
応
策
な
ど
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く

答

田
井
秀
明
　議
員

避
難
所
外
避
難
者
の
把
握

　
　
と
情
報
伝
達
の
方
法

広
報
紙
や
福
祉
部
門
及

び
関
連
す
る
団
体
と
も
連

携
し
、広
く
市
民
の
皆
様
へ

周
知
を
し
た
い
と
考
え
る

答

元
吉
栄
一
　議
員

福
祉
避
難
所
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
利

用
し
て
市
内
外
を
問
わ
ず
、

い
す
み
市
の
情
報
発
信
が

強
化
で
き
る
よ
う
に
努
め
る

答

久
我
　
司
　議
員

市
の
情
報
発
信
　
　
　

第
１
回
定
例
会
日
程（
予
定
）

編
集　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

℡ 

０
４
７
０
ー
６
２
ー
１
４
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.city.isum

i.lg.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai @
city.isum

i.lg.jp

学
校
教
育
課
長　

現
在
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
は
、
防
災
教
育

を
充
実
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

へ
の
対
応
に
必
要
な
知
識
や
能

力
等
を
児
童
生
徒
等
に
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
に
、
発
達
段
階

に
応
じ
て
系
統
的
に
実
践
的
な

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
逃
げ
キ
ッ
ド
」は
、
河
川
の

氾
濫
を
想
定
し
、
事
前
に
防
災

に
役
立
つ
手
立
て
を
考
え
る
資

料
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
時
系
列
に
沿
っ
て
行
動

を
計
画
で
き
る
わ
か
り
や
す
い

資
料
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。河

川
の
氾
濫
に
特
化
し
た
内
容
で

す
が
、
防
災
教
育
の
資
料
と
し

て
、
各
小
・
中
学
校
に
情
報
提

供
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

元
吉
議
員
　
利
用
方
法
を
含
め
た

周
知
が
不
十
分
と
思
う
が
、
対

応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
課
長　

地
域
防
災
計
画

の
中
で
は
、
平
常
時
か
ら
要
配

慮
者
及
び
そ
の
支
援
者
に
対
し

積
極
的
な
周
知
を
努
め
る
と
し

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

施
設
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
ま
ず
市
職
員
の

中
で
も
福
祉
避
難
所
と
そ
の
利

用
方
法
に
つ
い
て
情
報
共
有
す

る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や
福
祉

部
門
及
び
関
連
す
る
団
体
と
も

連
携
し
、
広
く
市
民
の
皆
様
へ

周
知
を
行
い
、
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
曽
根
議
員
　
平
成
30
年
12
月
議

会
で
一
般
質
問
し
た
大
原
地
区

中
心
部
（
商
店
街
及
び
新
田
地

区
）
の
排
水
対
策
の
進
捗
度
を

伺
い
た
い
。

建
設
課
長　

大
原
商
店
街
及
び
新

田
地
区
の
排
水
路
調
査
を
行
い
、

新
田
地
区
の
一
部
区
間
で
土
砂

等
の
堆
積
を
確
認
し
ま
し
た
。

土
砂
等
の
堆
積
が
確
認
さ
れ

た
小
浜
街
道
踏
切
か
ら
大
原
小

学
校
ま
で
の
約
５
５
０
メ
ー
ト

ル
を
清
掃
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
う
ち
上
流
側
、
外
房
線
線
路

脇
に
つ
い
て
、
本
年
８
月
に
Ｊ

Ｒ
千
葉
支
社
と
現
地
状
況
を
確

認
し
、
清
掃
に
つ
い
て
要
望
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
下
流
側
に
つ

い
て
、
一
部
進
入
路
が
な
い
こ

と
か
ら
、
現
在
、
工
法
等
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

久
我
議
員
　
交
流
人
口
や
関
係
人

口
増
加
に
伴
い
二
地
域
居
住
者

や
長
期
滞
在
者
が
増
加
し
て
い

る
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
の
方
に

対
す
る
市
の
情
報
発
信
方
法
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
、
い
す
み

市
に
移
住
を
希
望
し
て
い
る
方

や
、
い
す
み
市
に
興
味
を
持
っ

て
く
だ
さ
る
方
に
対
す
る
情
報

発
信
の
手
段
と
し
て
は
、
移
住

相
談
所
、
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

や
広
報
紙
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
各
種
サ
イ
ト
を
使
っ
た

情
報
発
信
に
加
え
、
市
民
に
よ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
、
市

の
情
報
は
極
め
て
細
か
く
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
12
月
１
日
よ
り
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
対
応
す
る
た
め
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
い
す
み
市
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
に
よ
り
、
情
報
発
信

を
開
始
し
ま
し
た
。　
　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
利
用
し
て
市
内
外
を
問
わ

ず
、
い
す
み
市
の
情
報
発
信
が

強
化
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

田
井
議
員
　
避
難
所
外
避
難
者
の

把
握
と
情
報
伝
達
に
つ
い
て
、

現
状
に
お
け
る
課
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

危
機
管
理
課
長　

避
難
所
外
避
難

者
に
つ
い
て
は
、
把
握
の
方
法

と
情
報
伝
達
の
困
難
さ
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
市
に
お
い
て
も

こ
の
よ
う
な
方
へ
の
対
応
は
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
対
応
は
、
他
の
自

治
体
で
も
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

把
握
に
つ
い
て
は
行
政
協
力
員

や
自
主
防
災
組
織
な
ど
と
の
連

携
を
基
本
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、
情
報
伝
達
面
で
は
、
防
災

行
政
無
線
、
広
報
車
等
に
よ
る

周
知
や
、
避
難
所
な
ど
で
の
掲

示
物
な
ど
に
よ
る
対
応
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
後
、
他
の
自
治
体
に
お
け

る
有
効
な
対
応
策
な
ど
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
を
知
る
た
め
に
　
　

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

２
月
25
日
㈫
10
時　

開
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
の
上
程

　

27
日
㈭
10
時　

一
般
質
問

３
月
３
日
㈫
10
時　

議
案
審
議　

４
日
㈬
９
時　

委
員
会

５
日
㈭
９
時　

委
員
会

　
　

13
日
㈮
10
時　

委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

議
案
審
議

　
　
　
　
　

閉
会

市
民
生
活
に
直
結
し
た
重

要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い

る
市
議
会
は
誰
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。
市
政
へ
の
知
識
を

深
め
、
市
政
を
身
近
に
感
じ

る
た
め
に
も
、
議
会
を
傍
聴

し
て
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
際
は
市
役
所
大
原

庁
舎
４
階
議
会
事
務
局
で
受

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
人
数
は
、
先

着
順
で
25
名
ま
で
で
す
。



い
す
み
市
長
　
太
　田
　
　洋

ひ
と
こ
と

初
冬
の
あ
る
日
、
成
田
市
の
空
港
に

近
い
公
園
に
立
ち
寄
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
日
は
風
の
強
い
夕
暮
れ
で

寒
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
ま
る

で
別
世
界
の
よ
う
で
、
思
わ
ず
時
間
を

忘
れ
、
離
着
陸
す
る
飛
行
機
を
眺
め
ま

し
た
。

昨
年
の
夏
こ
ろ
で
し
た
か
、
こ
の
公

園
で
飛
行
機
を
撮
影
す
る
人
に
つ
い
て

の
テ
レ
ビ
報
道
が
あ
り
、
と
て
も
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
私
が
訪
れ
た
時
は
夕

暮
れ
で
、
あ
た
り
は
暗
く
、
は
っ
き
り

と
周
り
の
様
子
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
公

園
の
柵
に
寄
り
か
か
り
、
た
く
さ
ん
の

人
が
た
だ
じ
っ
と
飛
行
機
を
眺
め
る
姿

に
、
何
と
も
言
え
な
い
不
思
議
な
感
覚

を
覚
え
ま
し
た
。
私
も
周
り
の
人
と
同

じ
よ
う
に
飛
行
機
を
見
て
い
る
と
、
隣

の
初
老
の
人
が
、
「
こ
こ
は
全
て
の
悩

み
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
聖
な
る
場
所

で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
、
私
は
な
る

ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
場
所
を
訪
れ
て
、
私
は
、
飛
行

機
が
飛
ん
で
い
く
時
の
雄
姿
や
着
陸
す

る
時
の
緊
張
感
、
ま
た
、
様
々
な
国
の

マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
る
機
体
の
美
し

さ
に
改
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の

飛
行
機
は
ど
こ
か
の
国
を
出
発
し
、
空

を
飛
ん
で
、
長
い
旅
を
終
え
、
成
田
空

港
に
着
陸
し
、
そ
の
機
内
に
は
様
々
な

国
の
様
々
な
思
い
を
持
つ
人
々
が
乗
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
思
わ
ず
、

宮
沢
賢
治
が
書
い
た
「
銀
河
鉄
道
の

夜
」
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

ふ
と
我
に
返
り
、
な
ぜ
、
人
は
こ
こ

に
来
る
の
か
、
た
だ
ひ
た
す
ら
飛
行
機

を
見
る
た
め
だ
け
に
来
る
人
、
写
真
を

撮
る
た
め
だ
け
に
来
る
人
、
人
そ
れ
ぞ

れ
目
的
は
違
い
ま
す
が
、
そ
の
心
の
中

に
は
、
き
っ
と
飛
行
機
に
自
分
自
身
を

重
ね
合
わ
せ
、
目
の
前
で
飛
び
立
つ
飛

行
機
と
自
分
が
未
知
へ
の
旅
を
す
る
よ

う
な
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ

生
き
て
い
く
中
で
、
喜
び
や
苦
し
み
、

悲
し
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
で
飛

行
機
が
離
着
陸
す
る
姿
を
眺
め
る
こ
と

は
、
ま
る
で
飛
行
機
に
自
分
自
身
を
重

ね
、
人
生
の
夢
を
運
ん
で
飛
び
立
つ
よ

う
で
、
嫌
な
こ
と
全
て
を
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
る
場
所
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

何
と
な
く
鬱
陶
し
い
社
会
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
の
せ
て
幸
せ
な
場

所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な

魔
法
の
場
所
が
こ
の
公
園
に
あ
る
こ
と

に
、
安
堵
し
た
夕
暮
れ
で
し
た
。
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地域おこし協力隊の加賀利です。現在私は、「持続可能な暮らし」をテーマに活動しています。

私は生まれた時から「トイレは水洗トイレ、生ゴミはゴミ袋に捨てる、電気は流れてくるのが当たり
前」な環境で育ってきました。そのシステムについて疑問に思うどころか、「便利でいいな」と思って
いたのですが、地球環境について学ぶ中で少しの疑問が生まれてきました。

【電気について】
災害を経験するたびに、今の暮らしがいかに外から送られてくる電気に依存しているかを痛感しま
す。現代の暮らしに無くてはならないものなのに、その暮らしが成り立つのは送電線という命綱一本
です。気候変動により、今後大きな自然災害が増加すると言われており、“壊れては復旧”という従
来の方法が追いつかなくなるのではないかと心配しています。現在、太陽光で発電する技術が発展し、
少しの電気であれば一般家庭でも簡単に作れるようになっています。こうしたエネルギーを生み出す
技術をもっと地域に広げていきたいと考えています。

【トイレと生ゴミについて】
一般的に水洗トイレは水で流した後、汚泥を燃やし、残りの水を化学物質で浄化して海へと返して
います。この中には、流すための水や電気、汚泥を燃やすための化石燃料、水に含まれる化学物質に
よる生き物へのダメージなどのコストが含まれています。生ゴミはビニール袋に詰められてゴミ収集
車で一箇所に集め、燃やされています。この中にはビニール袋を作るための化石燃料、ゴミ収集車の
ガソリン、燃やすための化石燃料といったコストが含まれています。
人類の歴史上の大部分はトイレも生ゴミも土に還していました。し尿や生ゴミが土の中の微生物の
餌となって土が育ち、その土の栄養が作物の栄養となって、また私たちの体の中に入るというシンプ
ルな循環の中で生きていました。この循環をなんとか現代社会で再現できないかと考え出されたのが
「コンポストトイレ」や「生ゴミコンポスト」です。これらは、微生物の発酵の力を活用して土へと
還すような仕組みになっています。

どちらにもメリットとデメリットがあり、正解はないのですが、「どちらも選べる」という選択肢が
あることが大事なのではないかと考えています。今後こういった技術を地域へ広げる場づくりをしてい
くので、ぜひ参加していただけたらと思います。

▶今後開催するイベントに関しては「いすみ市地域おこし協力隊Facebookページ」や「チラシ（いす
み市役所に配架）」等で告知予定です。

地域おこし協力隊とは、
条件不利地域等の地方公共団体が都市地域から地域の活性化に意欲のある人材を
「地域おこし協力隊」として受け入れ、地域課題の克服と共に本人の定住化を図ろうというものです。
【問合せ先】いすみ市地域おこし協力隊　大原庁舎（２階）企画政策課　☎６２－１３８２



お囃子や歌、ダンスなど、市内の子どもたちの日頃の活動成果を発表する場として、「いすみ市子ども
芸能祭」が開催されます！
子ども達の伸びやかな舞台を、ぜひご覧ください。
日　　時　２月２３日（日）＜開場＞１２時３０分　＜開演＞１３時
場　　所　岬ふれあい会館　文化ホール（入場無料）
出演団体（予定）いすみジュニアコーラス、英語で遊ぼう、大原小学校音楽部、大原小学校合唱団、

劇団いすみっ子と仲間たち、長者囃子保存会（長者小学校お祭クラブ）、
Halau Na Lehua O Laulea（フラダンス）、和太鼓凪

問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　生涯学習班　☎６２－２８１１

スポーツの経験がなくても、身体が硬くても大丈夫！
老若男女どなたでも出来る健康法を一緒に学びましょう。
日　　時　①木曜コース　　９時１０分～１０時３０分　２月２７日～　全８回

音楽に合わせて楽しく動きます。
　　　　　②金曜コース　１０時１０分～１１時５０分　２月２８日～　全６回

ゆったりした呼吸で動きながら身体を鍛えます。
場　　所　いすみ市Ｂ＆Ｇ海洋センター
会　　費　１，０００円（傷害保険料を含む）※開講日最初の受付時に集金します。
講　　師　太極拳Ａ級指導員　他
申込締切　２月２１日（金）
主　　催　いすみ市太極拳協会（市体育協会加盟団体）
申込・問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　社会体育班　☎６２－２８１１

期　　日　２月１６日（日）　
受　　付　１２時３０分～１３時００分　表 彰 式　１３時００分～１４時００分
選者講評　１４時１５分～１６時３０分　選　　者　日高　堯子　先生　　　
開催場所　大原文化センター　入場無料
問合せ先　いすみ市短歌大会実行委員会事務局（大原庁舎　３階　生涯学習課内）☎６２－２８１１

寒い日が続きますが、皆さまにおかれましては、益々お元気のことと拝察申し上げます。
日頃、いすみ市民ふれあい号に多くの皆さまのご参加を頂き、心からお礼申し上げます。
さて、いすみ市民ふれあい号ですが、ＪＲ千葉支社の所有するお座敷列車の老朽化が進み、かつ旅行業
務を取り扱う組織の独立によって、令和２年の旅行代金が従来よりも高く、お１人４５，０００円になり
ます。市としては、ＪＲ千葉支社と協議を重ねてまいりました。この間、参加している方の声をきくと実
施してほしいとの声が大きかったことから、代金は高くなりましたが、この度、実施することにしました。
しかし、誠に残念ですが、今回を限りで終了とさせていただきたいと思います。これまでの間、ご参加の
皆さま、ＪＲの皆さま、スポンサー企業の皆さまのご協力、ご支援に心からお礼を申し上げます。
つきましては、今回の旅を多くの皆さまのご参加のもと思い出多い旅にしたいと思いますので、ふるっ
てのご参加をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いすみ市長　太田　洋

実 施 日　５月２７日（水）～２８日（木）　募集人員　１５０人（最少催行人員　１２０人）
旅 行 先　伊豆方面　　　　　　　　　　　　宿 泊 先　熱海　ホテルニューアカオ
旅行代金　４５，０００円
申込・問合せ先　大原庁舎（２階）企画政策課　企画班　☎６２－１３８２
㈱びゅうトラベルサービス　☎０５７０－０１０７－３９(ナビダイヤル)または☎０３－３８４１－０１２１



公民館図書室の休室のお知らせ　※蔵書点検等のため休室いたします。
夷隅・大原・岬公民館図書室　２月４日～２月１２日（返却のみ受付）

布施地区の緑豊かな田園風景の中、落合川周辺に桜約1,000
本を植樹し、若木ながら桜花を楽しめるようになりましたの
で、第４回桜まつりを開催します。
日　　　時　２月２９日（土）～３月８日（日）１０時～１５時
会　　　場　布施地区　落合川周辺
メイン会場　布施三妙寺　下
主　　　催　布施千本桜まつり実行委員会
後　　　援　いすみ市・いすみ市観光協会
問 合 せ 先　布施千本桜まつり実行委員会
　　　　　　☎０９０－１５３８－３０６０（浅野）

～春の海風を感じながら、小浜地区の名所・文化財を訪ね歩く～
大原海水浴場駐車場をスタート・ゴールとし、「第２次世界大戦の遺跡」、「八幡岬」、「波切不動

堂」、「平和の鐘」、「文人歌人の碑」などを巡る７㎞弱のコースです。春の海風を感じながら、眺めを
楽しんだり、非日常を見たり、聞いたりできるチャンスです。
日　　時　３月７日（土）　受付時間　８時３０分から

スタート　９時　※雨天中止（広報無線で連絡）参加費無料　集合場所　大原海水浴場駐車場
申込方法　市役所１階及び各庁舎、公民館に設置する参加申込書（チラシ下部）に必要事項を記入し、近

くにある受付ボックスに投函してください。（電話での申し込みもできます。）
申込期限　３月３日（火）
問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　社会体育班　☎６２－２８１１

対 象 者　いすみ市在住・在勤者　受 講 料　原則無料　※教材道具等・施設見学等は受講者負担あり
場　　所　岬公民館　　　　　　　　　　　　　　　　　※受講は一人２講座まで
期　　間　４月から１年間　　　　　　　　　　　　　　※受講した課程の７０％を修了した者に対し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修了証を授与します。
申込締切　３月２２日（日）まで、ただし定員になり次第締切ます。
申込・問合せ先　岬公民館　☎８７－６１１１



ちりめんで作った小花を笹竹に散らして可愛く
飾ります。
日　　時　２月２０日（木）

１３時３０分～１５時３０分
場　　所　夷隅文化会館　研修室
講　　師　サークルちりめん小町会員のみなさん
対　　象　一般
材 料 費　５００円程度

＊当日お支払い願います。
持 ち 物　裁縫道具
申込・問合せ先　夷隅公民館　☎８６－５０００

会　　期　２月２１日（金）～２３日（日）
９時～１６時（最終日は１４時まで）
２月２２日（土）１３時～１６時まで
（鈴木亨先生による実技講習会開催）

会　　場　岬公民館
３０席を展示予定（特別出品を含む）

主　　催　日本盆栽協会いすみ支部
問合せ先　岬公民館　☎８７－６１１１

広報１月号（１４頁）に掲載した民生委員・児
童委員の紹介記事内に、次のとおり誤りがありま
したので訂正し、お詫び申し上げます。
（誤）髙梨晴美　山田五区　６２－３８３９
（正）髙梨晴美　山田五区　６６－０５１５

展示案内　大原フォトクラブ写真展
いすみ市近郊及び各地の風景、イベン
ト等写真の展示

期　　間　３月３日（火）１２時～１６時３０分
３月４日（水）～３月７日（土）

　９時～１６時３０分
　　　　　３月８日（日）　９時～１６時
会　　場　大原文化センター　２階会議室 
問合せ先　大原文化センター　６３－１２２２

紙芝居が来るよー！！小さい子も大きい子も親
子でも聞きにきてください。
日　　時　３月２１日（土）

１０時３０分～１１時
場　　所　夷隅文化会館ちびっ子広場

（雨天時　文化会館ラウンジ）
内　　容　紙芝居などなど
参 加 費　無料
出　　演　いすみ小学校読み聞かせボランティア

有志
問合せ先　夷隅公民館　☎８６－５０００

早春のおだやかなひとときを、ご一緒に!!
皆さまのご来場をお待ちしています。
【展示の部】〔日　時〕３月７日（土）１３時～１６時　学校関係及び一部の文化団体のみ

３月８日（日）　９時～１６時
〔場　所〕夷隅文化会館　ラウンジ及び２階研修室
〔出展者〕文化団体並びに夷隅小学校・国吉中学校・特別支援学校・いすみ学園の児童生徒

達の作品
（絵画・つるし雛飾り・写真・盆栽・編み物・レザークラフト・絵手紙・俳句・
菜園クラブ・鎌倉彫・七宝焼・オランダトールペイント・チョークアート）

【発表の部】〔日　時〕３月８日（日）９時～１６時
〔場　所〕夷隅文化会館　ホール
〔内　容〕神楽囃子・舞踊・社交ダンス・フォークダンス・大正琴・和太鼓・三味線・カラ

オケ・フラダンス・コーラス・ギター演奏・ファッションショー・太極拳・民
舞・詩吟・詩舞・ソプラノ独唱

問合せ先　夷隅公民館　☎８６－５０００



うっつみ

たけし

しま むらきゅうはち ろう
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・一宮商業高校　・大原高校　　
・大多喜高校　　・茂原樟陽高校
・茂原高校　　　・長生高校　　

燈台周辺の環境整備を行います。お手伝いよろしくお願いします。
日　　時　２月１５日（土）９時　燈台集合（雨天順延）
内　　容　山道周辺整備・草刈り伐採等（農機具等ご持参お願いします）
問合せ先　ＮＰＯ太東埼燈台クラブ　理事長　伊東富士夫　☎０９０－２１４１－４５４３

日　　時　２月１４日（金）１０時～１５時（雨天実施）　場　　所　茂原ショッピングプラザ　アスモ
内　　容　中学部・高等部の作業学習製品の展示・販売、学校紹介の展示
問合せ先　千葉県立長生特別支援学校　☎０４７５－４２－２４７０

長生・夷隅郡市の福祉施設・特別支援学校が一堂に会し、展示販売会を実施することにより、地域の
人々にハンディキャップを持つ人たちへの理解を深めてもらうことを目的としています。
期　　間　２月２０日（木）～２３日（日）１０時～２０時　最終日は１９時まで
場　　所　茂原ショッピングプラザ　アスモ　　主　　催　長生・夷隅地区福祉施設連絡協議会
問合せ先　障害者支援施設　いすみ学園　☎８６－３４１２

この神輿は岬町中滝の熊野神社に奉納されたもので、造営時の木札によると、彫刻は長狭郡打墨村
（現鴨川市）の彫刻師武志伊八郎信由（１７５１－１８２４）の作で、神輿は伊八が亡くなる４ヶ月
前の文政７年（１８２４）８月に完成したことがわかります。
また木札には、彫工として伊八と弟子嶋邑久八郎の名が記されており、彫刻が二人の合作であるこ
とがわかります。彫刻は、胴の間の三方に伊八の得意とする波を入れて龍と飛龍があり、無駄のない
完成された伊八流の鑿のさばきが見られます。内法長押には鳥・波、木
鼻に獅子、正面の左右には鯉の瀧上りの彫刻を施し、いずれも写実的な
表現となっています。特に、波を平行線で表現している部分、龍の鱗の
配列、装飾を対角線に彫り、一番見せたい物をその対角線上に配置する
など、随所に初代伊八の特徴が表れています。
このように名工の携わった神輿彫刻と、それに伴う木札が現存してい
ることは非常に貴重です。
所 在 地　いすみ市郷土資料館保管　いすみ市弥正９３－１
問合せ先　いすみ市郷土資料館　☎８６－３７０８



県知事許可（般ー29）第40366号

巨木・危険木・枝下ろし伐採
解体・産業廃棄物収集運搬業

㈲丸新植木
〒298-0017　いすみ市下布施2198

TEL．0470（66）0059　FAX．0470（66）2200
丸新植木 検索

応募条件　仲間づくり、生きがいづくり、社会参加に興味のある県内在住の原則として６０歳以上の方
募集期間　２月１０日（月）～２月２８日(金)
願書配布場所

生涯大学校各学園、各市町村高齢者福祉担当課、各地域振興事務所、県庁高齢者福祉課
＊郵送希望者は、１４０円切手を貼った返信用封筒（角２）を同封し、下記へ郵送

問合せ先　〒２６０－０８０１　千葉市中央区仁戸名町６６６－２　千葉県生涯大学校事務局　
☎０４３－２６６－４７０５

＊願書につきましては、千葉県生涯大学校及び県庁ホームページからも入手できます。

募集期間　２月１２日（水）～２月１８日（火）【郵送の場合、２月１８日必着】
募集職種　保育士、保育支援員
受験資格　年齢、学歴は問いません。ただし、職種によって資格・免許が必要な場合があります。
申込書類　福祉課窓口で２月３日（月）から配付します。
申込方法　福祉課へ直接持参または郵送
選考方法　書類選考、面接など
勤務条件、待遇
　　　　　勤務時間　週４日の７時間４５分勤務
　　　　　なお、勤務場所、報酬・費用弁償、休暇、保険等は職種によって異なります。
問合せ先　大原庁舎（１階）福祉課　子育て支援室　☎６０－１１２０

大麻は世界で最も乱用されている薬物です。近年インターネット等において、「大麻は害がない」「タ
バコより安全である」といった情報が流れていますが、幻覚作用、記憶障害、学習能力の低下、知覚の変
化などを引き起こす違法な薬物です。
また、大麻事犯の検挙人員は昨年３７００人を超え、２年連続で過去最高を更新しました。そのうち半
数以上が１０代及び２０代の若年層であり、大麻乱用者の裾野が青少年を中心に拡大し、深刻な問題とな
っています。
薬物乱用は自分一人の問題ではなく、家族や社会全体を巻き込む大きな問題です。市民一人ひとりが薬
物の危険性を正しく理解し、地域が一体となって薬物に手を出さない社会環境をつくることが大切です。

＜薬物の相談機関＞　千葉県庁　薬務課　　　　　　　　　　　　☎０４３－２２３－２６２０
千葉県精神保健福祉センター　　　　　　　☎０４３－２６３－３８９３
千葉県警察少年センターヤング・テレホン　☎０１２０－７８３－４９７

また最寄りの健康福祉センター（保健所）や警察署でも相談ができます。



野 村 塗 装
野　村　賢　次

〒299-4501　いすみ市岬町椎木272-7
TEL　0470ー87ー3161　FAX　0470ー87ー8471

海と、緑と、太陽と
ふれあいの町……。

太東埼灯台

NOMURA PAINT
塗装工事・リフォーム

【2月の各種相談】

問合せ先　原　☎８６-４２１６

いすみ鉄道駅構内などの草とりを行って
くれるボランティアを募集しています。
作業内容などの詳しい内容は、お問い合
わせください。（作業は１時間位、雨天中止）
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おもな行事予定（2月）

いすみ市にった4250
☎0470ー64ー0070

感謝
２月をもって廃業いたします。
ありがとうございました。

㈲藤ライフサービス
FreeDial
12

市の人口

１月１日現在

●24時間365日対応の救急医療情報案内

（　）内は前月比

出生12人　死亡55人（12月中届出）
※外国人住民も含まれています。

※非通知設定では通話できません。
　（いすみ市・勝浦市・御宿町・大多喜町住民専用）
実施：夷隅郡市広域市町村圏事務組合

☎62－8 0 0 0
防災行政無線に関する問合せ
☎62－2 0 0 0
危機管理課

夷隅医師会　☎63－0411
9時～17時

大原消防署　８０-０１３７
岬　分　署　８０-０１３８
夷 隅 分 署　８０-０１３９

（　）内は１月からの累計

～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～

「粗大ごみ」の戸別収集
高齢者や直接クリーンセンターへ搬入するための車両をお持ちでない世帯を対象に粗大ごみを戸別に収集し
ています。
収集料金は１㎏当り３０円です。収集日には、庭先などトラックに積み込めるように準備して、積み込みに
立ち会ってください。
◎２月の申し込み地区（３月収集）

ごみの収集日程は、「ごみ収集予定表」を、分別方式については、「家庭ごみの分け方・出し方」をご覧ください。
お持ちでない場合は、市役所各庁舎及び各公民館で配布しています。ＨＰからもご覧になれます。

フリーダイヤル

（　）内は１月からの累計

世帯数
人　口
男
女

戸（　　戸）
人（　　人）
人（　　人）
人（　　人）

16,924
37,665
18,576
19,089

ー25
ー52
ー26
ー26

般
葬 祭
全



【夷隅・大原・岬公民館　休館日のお知らせ】
３日（月）、１０日（月）、１２日（水）、１７日（月）、２５日（火）、２６日（水）
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企画展「初代波の伊八写真展」

欄間彫刻「天狗と牛若丸」（飯縄寺蔵）

県内に残る初代波の伊八の作品を「波の伊八
会」が所蔵する写真で紹介いたします。一部実
物も展示いたします。
期　　間　２月８日（土）～４月１２日（日）
開館時間　９時～１６時３０分　　　　
休 館 日　月曜日（祝日は開館し翌日休館）
問合せ先　いすみ市郷土資料館

☎８６－３７０８

１１月に行われた「第２２回日本太鼓ジュニアコンクール千葉県大会」
で最優秀賞を獲得した和太鼓凪が、３月２２日に愛知県で行われる「内閣
総理大臣杯第２２回日本太鼓ジュニアコンクール全国大会」に千葉県代表
として出場することが決定しました。
つきましては、そのご報告と応援いただいている地域の皆さまへの感謝
を込めて、演奏会を開催します。
日　　時　３月８日（日）開　場１３時３０分

開　演１４時
会　　場　岬ふれあい会館　入場無料
問合せ先　和太鼓凪事務局　☎８７－２７６１　㈲キミヅカ内

●イベント日時
　３月８日（日）９時～１５時まで
●ウォーキングエリア　北寄瀬、新田、
　若山、深堀、渋田、新場、田町、城山
上記のコースを車両で通行する際は歩行者に十分ご注意くださいますようお願い申し上げます。
問合せ先　いすみ市ガストロノミーウォーク実行委員会　事務局（水産商工課内）　☎６２－１１１９


